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第63回 ：超音波で体の中を切らずに見る

開催日：

会 場 ：

講 師 ：

講演内容

音は何かに当たるとはね返ったり(反射)，飛び散ったり(散乱)します．これら音の性質を利用し，さらに非常に高

い音（超音波）を用いると，体の中の様子を細部まで簡単に見ることができます．このカフェでは，医療現場で使わ

れる超音波診断装置を用い，超音波で人間の体の中を覗いてみながら，音の役に立つ性質を体験してみます。

講師紹介

長野県松本市出身．東北大学工学部卒業，東北大学大学院工学研究科修了後，東北大学

助手，講師，助教授を経て，平成13年より大学院工学研究科(電子工学専攻)教授，平成20年

から新設の大学院医工学研究科教授を兼担．現在，日本音響学会副会長，日本超音波医学

会理事．医用超音波診断に関する創始からの長い伝統がある東北大学で，断層像の映像化

だけでなく，心臓壁の振動計測や動脈壁の硬さ計測など，さらに高精度な診断情報を得るため

の研究開発を，医学部や在仙の病院とともに行っている．

関連ページ

金井研究室
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2010年9月24日（金）18：00～19:45

せんだいメディアテーク

金井 浩（かない ひろし）（東北大学大学院工学研究科／医工学研究科 教授）
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※このページはフレームを使っています。フレームが表示されていない方は、こちらをクリックしてください。 

心臓・血管 音で可視化 

 東北大のサイエンスカフェが９月２４日、「超音波で体の中を切らずに見る」をテーマに、仙台市青葉区の

せんだいメディアテークで開かれた。大学院工学研究科・医工学研究科の金井浩教授が超音波診断装置

の仕組みや研究開発の現状を紹介した。 

   

  人間の耳に聞こえる音より高い音を超音波という。診断装置は超音波を体に当てて、心臓や血管の内

壁、外壁に反射して戻ってくる音の強弱を白黒の明るさに変換して、画像に表示する。 

   

  研究の一例として、動脈硬化症診断への応用を挙げ、血管内の脂質と血管の境界部分の厚さの計測が

診断のポイントになると説明。「脂質など血管断面に見られる組織を超音波で分類できるようになった。この

診断は近いうちに病院でも使われるだろう」と述べた。 

  会場に超音波診断装置を準備。参加者は自分の頸（けい）動脈の形や血液が流れている様子を画面で

確認した。 

   

  超音波で診断可能な病巣について参加者から質問があり、金井教授は「装置の限界波長は０．１５ミリなので、それより小さい物は見ることができ

ない。体内の深い所ほど長い波長しか届かず、小さい兆候は見えにくくなる」と答えた。 

   

  医工学分野に興味があるという秀光中等教育学校６年の早坂榛名さん（１７）＝宮城野区＝は「超音波診断など、なかなかできない体験ができて

楽しかった」と話した。 

超音波診断装置を使って、自分の頸動脈
の様子を観察する参加者 

 音や超音波は波の一種だ。波には縦波と横波があるが、横波は血液など液体中を伝わらない性質があるため、体を見るた

めには縦波を使う。 

   

  頸動脈を写すのに使った超音波は１秒間に１０００万回振動する波で、人の耳に聞こえる一番高い音の５００倍ほど高い。こ

の波長は０．１５ミリと非常に小さく、それだけ細かい物を見られる。 

   

  診断時に体に当てる「超音波プローブ」には１００個ほど音源があり、それぞれ音を出すタイミングを変えることで真っすぐな

超音波ビームを出すことができる。超音波は骨を透過しないため、心臓を見る場合などには超音波ビームの方向を切り替え

る技術も使われる。 

   

  音源が近づく時と遠ざかる時で音の高さが変化するドップラー効果を使うと、血液の速度を可視化できる。これらはすべて

日本で生まれた世界に誇れる技術だ。 

   

  超音波を使って、心臓や血管など体内を安全に手軽に見ることができるようになったが、まだ有効利用していない情報があるのではないか。 

  この点に関して動脈硬化症のほか、心臓の壁の心筋を診断する新しい技術を研究している。心臓の壁に超音波を当て、振動が壁を伝わる様子を可視

化。心臓の筋肉が硬ければ波が速く伝わるため、速度によって硬さを推定できる。 

   

  静脈の中の血の固まりやすさは、血栓症や動脈硬化、糖尿病などさまざまな疾患と関係がある。超音波を使って、簡単に評価する研究も行っている。 

   

  超音波を計測の手段として目に見えない細かな変化をとらえ、高精度な診断に役立てたい。 

 かない・ひろし 東北大大学院工学研究科博士課程修了。東北大工学部助手、講師、助教授を経て２００１年から大学院工学研究科教授。０８年から大学院医工学研

究科教授兼務。専門は医用超音波工学。長野県出身。５１歳。 
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